
授業の考察③＜高等学校＞ 「友達のトラブルを解決する方法を学ぼう」

考察の視点

支え合う人間関係を築くための支援の在り方として、ピア・メディエーションに関する活動プログラ

ムの開発をしてきました。この活動プログラムの有効性について、高等学校３時間の授業を、以下のⅠ、

Ⅱの２点を視点に考察します。

授業の考察の視点

Ⅰ 本時のねらいを達成できたか

Ⅱ 活動プログラムのまとめとして適切な内容であったか

なお、考察のために抽出した生徒の記述については、ワークシートと振り返りシートの記述を直接引

用しています。

Ⅰ 本時のねらいを達成できたかについての考察

○は成果、◇は展開案やワークシート等の修正等に関する内容です。

本時のねらいを達成できたかを、次の表１の「本時のねらいを達成することができたかを判断する目

安」を基に、ワークシートの記述及び振り返りシートの結果と記述から考察します。

表１ 本時のねらいを達成することができたかを判断する目安

・振り返りシートの質問項目「トラブルを解決するためのポイントを考えながら動画を見

ることができましたか」で、「できた」「だいたいできた」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「トラブルを解決するためのポイントが分かりましたか」で、

「分かった」「だいたい分かった」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「トラブルを解決するためのポイントに気を付けて練習できま

したか」で、「できた」「だいたいできた」の合計が80％以上であること

１ トラブル解決のポイントの理解について

○振り返りシートの「トラブルを解決する

ためのポイントを考えながら動画を見る

ことができましたか」の質問に対して「で

きた」「だいたいできた」と回答した生徒

の合計は96.2％でした（資料１）。

○トラブル解決の動画を見て、「間に入った

Ｃさんのどのようなところが良かったか」

という教師の発問に対して、生徒は積極

的に意見を述べていました。

資料１ トラブル解決のポイントを考えながら動画

を見ることについてのアンケート結果(振り

返りシートより)
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○振り返りシートの「トラブルを解決する

ためのポイントが分かりましたか」の質

問に対して「分かった」「だいたい分か

った」と回答した生徒の合計は94.9％で

した（資料２）。

○トラブル解決のポイントがスライドで提

示されるたびに、生徒は自主的にワーク

シートの空欄を埋めるなど、意欲的に参

加して理解を深めていました。

２ トラブル解決の練習について

○振り返りシートの「トラブルを解決する

ためのポイントに気を付けて練習できま

したか」の質問に対して「できた」「だい

たいできた」と回答した生徒の合計は94.

9％でした（資料３）。

○練習の場面では、生徒にとって身近な部

活動の場面を設定したため、生徒は４つ

のポイントを踏まえたシナリオを用いた

ロールプレイに熱心に取り組んでいまし

た。

以上のことから、生徒はトラブル解決のポイントについての理解を深めるとともに意欲的に練習に

参加しており、本時の授業が本時のねらいを達成する内容であったことが分かりました。

Ⅱ 活動プログラムのまとめとして適切な内容であったかについての考察

○は成果、◇は展開案やワークシート等の修正等に関する内容です。

活動プログラムのまとめとして適切な内容であったかを、Ⅰの本時のねらいを達成できたかについて

の考察と併せて、次の表２の「活動プログラムのまとめとして適切な内容であったかを判断する目安」

を基に、ワークシートの記述及び振り返りシートの結果と記述から考察します。

表２ 活動プログラムのまとめとして適切な内容であったかを判断する目安

・振り返りシートの質問項目「学習に進んで参加することができましたか」で、「できた」

「だいたいできた」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「今日の学習の前後で、トラブルを解決する方法についての

考え方が変わりましたか」で、「変わった」「少し変わった」の合計が80％以上であるこ

資料２ トラブルを解決するためのポイントを考え

ることについてのアンケート結果(振り返り

シートより)

資料３ トラブル解決の練習についてのアンケート

結果(振り返りシートより)

ピア・メディエーション(高)３授業の考察－2 佐賀県教育センター

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談



と

・振り返りシートの質問項目「今日学習した内容をこれからの生活に生かしていきたいと

思いますか」で、「思う」「少し思う」の合計が80％以上であること

○振り返りシートの「学習に進んで参加す

ることができましたか」の質問に対して

「できた」「だいたいできた」と回答した

生徒の合計は98.7％で、ほとんどの生徒

が学習に対して意欲的に取り組んだこと

が分かりました（資料４）。

○振り返りシートの「今日の学習の前後で、

トラブルを解決する方法についての考え

方が変わりましたか」の質問に対して「変

わった」「少し変わった」と回答した生徒

の合計は86.1％で、ほとんどの生徒が学

習の前後でトラブルを解決する方法につ

いての考え方が変わったことが分かりま

した。一方、「あまり変わらなかった」「変

わらなかった」と回答した生徒の記述に

は、変わらなかった理由として、自分の

トラブルに対しては自分で解決したい、

あるいは学習した内容を実践することは

難しいとあり、学習内容の実践に対して

消極的な感想を抱いている生徒もいるこ

とが分かりました（資料５）。

◇学習内容の実践に対して消極的な感想が

出されたことを踏まえ、今回の学習内容

がトラブル解決の方法の選択肢の一つで

あることやトラブルの場面以外でも生か

せるものであることを、授業のめあてや

振り返りの教師の説明として展開案に追

加することとしました。

資料４ 学習への参加状況についてのアンケート結

果(振り返りシートより)

資料５ 学習の前後で、トラブルを解決する方法に

ついての考え方が変わったかについてのア

ンケート結果と生徒の感想(振り返りシート

より)
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○振り返りシートの「今日学習した内容を

これからの生活に生かしていきたいと思

いますか」の質問に対して「思う」「少し

思う」と回答した生徒の合計は82.1％で、

ほとんどの生徒が学習した内容をこれか

らの生活に生かしていきたいと思ってい

ることが分かりました。一方、「あまり思

わない」「思わない」と回答した生徒の記

述には、現実味がない、実践するには勇

気がいるとあり、学習内容の実践に対し

て消極的な感想を抱いている生徒もいる

ことが分かりました（資料６）。

◇学習内容の実践に対して消極的な感想が

出されたことを踏まえ、今回の学習内容

がトラブル解決の方法の選択肢の一つで

あることやトラブルの場面以外でも生か

せるものであることを、授業のめあてや

振り返りの教師の説明として展開案に追

加することとしました。

以上のことから、本時の授業は本時のねらいを達成する内容であるとともに、生徒が学習に参加し

たり学習内容を活用したりする意欲が見られ、活動プログラムのまとめとして適切な内容であったこ

とが分かりました。

資料６ 学習した内容をこれからの生活に生かして

いきたいかについてのアンケート結果と生

徒の感想(振り返りシートより)
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